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啓北商業高等学校評議員会便り       

 

令和８年度市立札幌啓北商業高等学校 学校評議員のご紹介  （五十音順） 

啓北商業高等学校同窓会会長         池田 一夫 様 

啓北商業高等学校ＰＴＡ会長       長船 真伊子 様 

石山第１町内会副会長（本校元教諭）   齊藤 光明 様  

南区石山まちづくりセンター所長     吉山 直子 様 

啓北商業高等学校 梅澤校長、勝田教頭、真田事務長 以上７名 

 

去る７月 18 日（土）本校校長室にて「第１回学校評議員会」を開催し、学校評議員の皆様より

ご意見・ご助言をいただきました。 

  

会議内容 ～要旨抜粋～ 

 

１ 校長挨拶 

学校祭で、１,２,３年がそろう最後の年になりました。今年も隣の会議室は御覧の通り盛況

で、多くのＰＴＡの御協力をいただきました。来年、再来年もこの賑わいを感じることができる

ように工夫をこらしていきます。昨年度も申し上げましたが、令和 10年度は啓北商業 88年目の年

になります。ここまで積み上げてきた啓北の歴史上最高の商業教育を、やりきるよう学校運営し

てまいります。今後とも御助言・御意見を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

２ 本校の概要説明 

(1)学校運営について 

＜梅澤校長＞ 

 令和の啓北が大事にしていることは、グラジュエーションポリシー（卒業までに身に付ける資

質）をクリエーション（creation創造）、コラボレーション（collaboration協働）、チャレンジ

（challenge 挑戦）の「３Ｃ」と呼び、生徒には事あるごとに「３Ｃ」を意識した、学習・行事へ

の参加を呼び掛けています。最後までスクールポリシーを大事にした教育活動を行ってまいりま

す。 

 さて、最後の３つの学年には、啓北の伝承者としてのお話しも聞かせてあげたいと思い、残っ

ている資料等を調べてみたところ、２つほど伝えたい事実に出会いました。 

１つは昭和元年生まれにあたる、啓北商業の一期生でサンマルコ食品の創業者 藤井 幸男 様で

す。北海道新聞を見て昨年７月の葬儀に参列いたしました。故人紹介の折に「満州の学徒援農か

ら啓北に戻り」というアナウンスがありました。もう１つは、本校に長くお勤めの方から、学校

から出征された方もいるようだと伺い、確認することができました。 

 昨今、戦争のニュースが毎日途切れることのない世界情勢です。私自身もどこか遠い場所の話

に感じていたのですが、満州援農の話を知って、本校には忘れてはいけなかった歴史があること

を感じるようになりました。今、池田同窓会長様も御存じないというお話しでしたし、どこかで

必ず最後の３つの学年の生徒に伝えておこうと考えています。 

 あらためて本校８８年の歴史に身が引き締まる思いです。 

  

（2）学校間連携事業 

＜勝田教頭＞ 

SCS（スタートアップシティ札幌）という、札幌・北海道から、世界を変えることを目的にス

タートアップ（起業）する企業を支援するプロジェクトです。本校が主管校として「Feature 

Skills 2026 U-18（ミラスキ！）」を実施しています。今年は 13 名の参加があり、すでに

6/13(土)・14(日)にプログラムがスタートしています。今後は中間発表会を経て、12 月上旬の

最終成果発表会に向けて取り組みが進められていきます。 

 



（3）生徒の現状について 

 令和８年度入学者選抜ですが、240 名の募集に対し、173 名の入学でした。今年度の１年生は

５クラス編成としております。 

 また、昨日より実施している第 71 回啓北祭のテーマは、『啓北彩』。「３つの学年が揃った

最後の啓北祭なので、今しか出せない最高の彩を出していこう」という意図で、1 年 C 組和仁一

護さんの発案です。 

 令和６年度より祖父母の方も入場可能になり、保護者・近隣小中学生・卒業生等への一般公

開を実施しています。また、今年度は藻岩高校の生徒も事前エントリーにより入場可能として

います。 

 

（4）部活動の現状について 

  熱中症に気を付け、本校の部活動のガイドラインを守りながら活動しております。活動時間

を長くすること等は行っていません。ガイドラインを遵守しながら優秀な成績を修め、アーチ

ェリー部、簿記部が全国大会に出場します。また、専門的指導者がいない演劇部、吹奏楽部、

美術部、華道部、茶道部は外部講師を活用しております。 

  さらに、発展的再編に向けて、新入生の部員が４月に入部しない場合は、それ以降の入部も

無しで整理しています。今年度は、テニス部と華道部の入部がありませんでした。 

 

３ 意見交換 

 評議員の皆様からいただいた主なご意見と回答です。 

 

（1）野球の全校応援について 

 「事前に応援練習を行えば、さらに一体感が出たのではないか」とのご意見をいただきました。

部員数の減少に伴い応援をリードする生徒が不足していたという背景がありましたが、今後の学

校行事運営における貴重な反省点として共有いたしました。 

 

（2）同窓生からの問い合わせ対応 

 「最後に学校を見たい」という同窓生からの問い合わせが増えております。現状は個別に対応

可能な範囲でご案内しておりますが、同窓会と協力してご期待に沿えるよう検討してまいります。 

 

（3）地域ボランティアへの参加 

 地域の夏祭り等のボランティア活動について、「Google フォーム等を活用した参加募集の仕組

みを構築してはどうか」というご意見をいただきました。今回の夏祭りでも、サッカー部の生徒

がテント設営等のお手伝いに参加し、吹奏楽部がステージで演奏する予定です。 

  

４ 学校長挨拶 

＜梅澤校長＞ 

いただいたご意見を参考に、令和８年度に活かしてまいります。本校の教育活動を保護者・地

域の方々と協力して、より充実したものにするよう努力してまいりますので、今後ともよろしく

お願いいたします。 

 

以上が令和８年度第１回学校評議員会の報告になります。 

 


